


●2

9 月 定 例 議 会

　平成　年9月議会は、9月3日から　日までの会期で開催されました。平

24

13

成　年度の一般会計及び各種特別会計、水道事業会計の決算では3人の総括

23質疑を行った後、決算審査特別委員会を設置し、詳細にわたり審査した結果、

すべての会計を原案どおり認定しました。

　このほか、条例6件、補正予算6件、人事案件4件など（9ページ参照）

を原案のとおり可決・同意しました。

　一般質問は、9月3日から5日までの3日間で行われ、　人の議員が質問

14

し、項目数は　件でした。
26

　

左
の
グ
ラ
フ
が
示
す
と
お
り
、
公
債
費
（
借
金
年
度
支
払
額
）

は
、
年
々
ゆ
る
や
か
に
減
っ
て
い
く
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
と　

年
度
を
比
較
す
る
と
、
1
億
2
千　

万
円

24

25

800

減
り
、
平
成　

年
度
と　

年
後
の　

年
度
の
比
較
で
は
、
5
億

24

10

33

7
千
万
円
減
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
財
政
運
営
の
う
え
で
借
金
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

適
正
な
範
囲
を
守
り
運
営
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

本年度以降の公債費の推移

※グラフは、平成24年7月現在の推計です。
※さくら連絡橋建設、総合体育館建設（用地先行取得を含む）に関わる公債費も含んでいます。
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9 月 定 例 議 会

広沢　真 議員

　

平
成　

年
度
予
算
は
震

23

災
の
混
乱
の
中
、
審
議
を

省
い
て
可
決
し
た
経
過
が

あ
る
。

　

一
般
会
計
予
算
で
（
仮

称
）
さ
く
ら
連
絡
橋
基
本

設
計
の
予
算
が
つ
い
た
が
、

町
民
の
賛
否
が
分
か
れ
る

中
、
震
災
の
混
乱
状
況
で

進
め
た
こ
と
が
今
日
の
混

乱
を
招
い
て
い
る
。

高橋たい子 議員　

　

震
災
関
連
の
多
く
の
復

旧
・
復
興
事
業
、
槻
木
中

学
校
改
築
を
は
じ
め
大
型

事
業
に
着
手
、
意
欲
的
な

取
組
み
が
な
さ
れ
た
。
財

政
調
整
基
金
や
町
債
等
管

理
基
金
に
、
合
計
4
億
円

を
超
え
る
積
み
増
し
を
行

う
な
ど
健
全
な
財
政
運
営

が
図
ら
れ
た
と
判
断
す
る
。

北船岡町営住宅2号棟新築工事

　

左
図
か
ら
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
一
般
会
計
か
ら
の
借
金

の
支
払
い
額
の
割
合
と
、
将
来
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
借
金
の

割
合
が
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
今
後
も
、

借
金
残
高
を
増
や
さ
な
い
努
力
が
必
要
で
す
。

認
定
第
1
号　

平
成　

年
度
柴
田
町
一
般

23

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

槻木中学校校舎改築工事

観光物産交流館



●4

総 括 質 疑
⑴　

個
人
町
民
税
は　

㌫
4.0

の
減
収
と
な
る
。
今
後
団

塊
世
代
の
退
職
者
が
増
加

す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
と

対
策
は
。

⑵　

震
災
か
ら
の
復
旧
関

連
事
業
で
は
、
被
災
住
民

の
生
活
支
援
策
が
行
わ
れ

た
。
成
果
は
。

⑶　

第
5
次
柴
田
町
総
合

計
画
に
お
け
る
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は
。

⑷　

健
康
づ
く
り
に
か
か

わ
る
事
業
の
今
後
の
展
開

は
。

⑸　

災
害
時
に
お
け
る
給

水
場
所
や
給
水
活
動
の
方

法
な
ど
、
非
常
時
に
住
民

が
慌
て
な
い
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
、
今
一
度
詳
し

い
説
明
を
。

⑴　

税
収
の
対
策
を
強
化
し
、

前
年
度
収
納
率
の
確
保
に
努

め
、
歳
入
予
算
の
確
保
を
図

る
。

⑵　

町
独
自
の
政
策
と
し
て
、

震
災
復
興
商
品
券
・
震
災
住

宅
改
修
事
業
補
助
を
実
施
し

た
。
震
災
復
興
の
事
業
目
的

が
達
成
で
き
た
。

⑶　

各
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
を
積
極
的
か
つ
効
果

的
に
関
連
づ
け
、
町
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
展
開
し
て
い

く
。

⑷　

関
係
部
門
が
連
携
し
、

包
括
的
な
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

⑸　

1
㌧
の
給
水
タ
ン
ク
を

　

個
と
発
電
機
と
給
水
ポ
ン

28プ
4
台
を
準
備
。
さ
ら
に
応

急
給
水
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。

平間奈緒美 議員

第5次柴田町
総合計画の

進捗状況は

　

国
の
経
済
危
機
対
策
が

追
い
風
と
な
り
色
々
な
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

槻
木
中
学
校
改
築
、
北
船

岡
町
営
住
宅
2
号
棟
建
設
、

槻
木
・
船
岡
両
保
育
所
の

大
規
模
改
修
工
事
、
船
岡

城
址
公
園
整
備
事
業
を
含

む
、
社
会
資
本
整
備
事
業

等
の
大
型
事
業
、
そ
の
他

に
、
最
近
に
な
っ
て
ト
ッ

コ
ン
跡
地
の
土
地
取
得
、

町
民
体
育
館
建
設
、
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
資
金
繰
り

の
見
通
し
が
立
っ
た
と
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

　

こ
れ
か
ら
大
型
の
投
資
事

業
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
方

債
残
高
（
借
金
）
が
一
時
的

に
増
額
と
な
る
。
し
か
し
毎

年
の
公
債
費
の
返
済
は
、
平

成　

年
度
当
初
予
算
で
、
公

24
債
費　

億
2
千
万
円
と
な
っ

15

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
借
金
を

し
て
も
上
回
る
こ
と
は
な
い
。

加
え
て
、
9
月
議
会
で
可
決

し
た
補
正
予
算
後
に
お
い
て

も
、
財
政
等
の
貯
金
は
、
9

月
現
在
で
8
億
円
の
財
政
調

整
基
金
が
あ
り
、
資
金
繰
り

に
支
障
は
な
く
、
財
政
面
で

の
健
全
性
は
十
分
保
て
る
と

判
断
し
て
い
る
。

星　吉郎 議員

　

平
成　

年
度
は
、
大
き

23

な
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
財

政
に
も
大
き
な
変
動
が

あ
っ
た
。
震
災
復
興
特
別

交
付
税
の
交
付
に
よ
り
、

前
年
度
比　

億
3
千　

万

10

500

円
の
大
幅
な
増
加
と
な
り
、

一
般
会
計
の
歳
入
は　

億
136

円
の
規
模
と
な
っ
た
。
予

算
執
行
の
実
績
報
告
で
財

政
指
数
が
載
っ
て
お
り
、

財
政
力
指
数
、
経
常
収
支

比
率
、
地
方
債
現
在
高
比

率
な
ど
は
お
お
む
ね
良
好

な
範
囲
に
入
っ
て
い
る
が
、

実
質
収
支
比
率
は
か
な
り

低
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

健
全
と
さ
れ
る
範
囲
に
お

さ
め
る
努
力
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

　

財
政
指
数
は
地
方
公
共
団

体
の
財
政
運
営
の
良
否
を
判

断
す
る
数
値
で
あ
る
。
実
質

収
支
比
率
と
は
、
決
算
剰
余

金
額
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ

れ
る
が
、
本
町
で
は
こ
の
決

算
剰
余
金
等
の
留
保
財
源
は

年
度
末
に
財
政
調
整
基
金
等

に
積
み
立
て
を
行
う
。
平
成

　

年
度
決
算
で
は
、
決
算
剰

23余
金
見
込
み
3
億
4
千　

万
189

円
の
全
額
を
財
政
調
整
基
金

及
び
町
債
等
管
理
基
金
へ
積

み
立
て
を
行
っ
た
。
実
質
単

年
度
収
支
を
見
れ
ば
わ
か
る

と
思
う
が
、
今
回
2
億
3
千

　

万
8
千
円
と
い
う
数
字
に

497な
っ
て
い
る
。
平
成　

年
度

16

以
降
は
黒
字
な
の
で
、
ご
安

心
を
い
た
だ
き
た
い
。

佐久間光洋 議員

各重点プロジェクトの

成果を十分発揮

実質収支比率が低
い値だ。健全とさ

れる範囲におさめ
る努力が必要では

財政調整基金へ積
み立てたため、実

質単年度収支では
黒字となる

大型プロジェクト
で資金繰りの見通

しは

資金繰りに
支障はない
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質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
女
性
が
管
理
職
に
登

用
さ
れ
る
よ
う
な
研
修
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
大
事
な
こ
と
な
の
で
、

研
鑽
を
積
む
機
会
を
設
け
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
自
主
防
災
組
織
へ
の

支
援
物
資
で
、
非
常
用
食
品

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
町
営
住
宅
家
賃
使
用

料
の
不
納
欠
損
金
が
前
年
に

比
し
て
増
加
し
て
い
る
が
、

内
容
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
本
人
の
死
亡
、
保
証

人
の
関
係
、
自
己
破
産
等
で

徴
収
で
き
な
い
も
の
を
処
理

し
た
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
実
質
公
債
費
比
率
が

前
年
比　

㌽
下
が
っ
て
い
る

1.1

が
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税

な
ど
が
影
響
し
て
い
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁　
復
旧
・
振
興
の
財
源

は
、
地
方
債
に
な
ら
な
か
っ

た
の
で
、
影
響
は
な
い
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
臨
時
財
政
対
策
債
の

債
務
の
残
高
は
ど
れ
く
ら
い

か
。 答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  

償
還
し
て
い
な
い
金

額
が　

億
円
で
あ
る
。

47

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
町
民
税
、
法
人
税
、

固
定
資
産
税
等
の
未
納
の
件

数
と
、
今
後
の
徴
収
の
見
通

し
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
個
人
住
民
税
1
千　
610

人
、
法
人　

社
、
固
定
資
産

24

税　

人
、
軽
自
動
車
税　

人

597

422

で
、
合
計
2
千　

人
で
あ
る
。

653

　

徴
収
の
見
通
し
と
し
て
は
、

誓
約
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
古
い
も
の
か
ら
順
次

徴
収
し
、
現
年
度
は
、
督
促

を
し
、
古
い
も
の
は
誓
約
ど

お
り
支
払
う
と
い
う
誓
約
を

し
て
、
徴
収
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑　
債
務
負
担
行
為
に

限
度
は
あ
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁　
全
体
事
業
が
町
の

財
政
規
模
に
、
相
応
な
も
の

か
を
見
れ
ば
、
債
務
負
担
の

適
正
な
額
が
出
る
の
で
、
金

額
そ
の
も
の
で
限
度
額
と
い

う
考
え
は
し
て
い
な
い
。

草が伸びる時期はたいへん

の
賞
味
期
限
と
そ
の
対
応
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
水
は
平
成　

年
3
月

25

で
、
レ
ト
ル
ト
食
品
に
つ
い

て
は
平
成　

年
4
月
と
な
っ

26

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
町
で
補

填
し
て
い
く
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
定
員
適
正
化
計
画
を

進
め
て
い
る
中
で
、
町
道
の

管
理
作
業
が
遅
れ
て
い
る
の

は
、
職
員
減
に
関
係
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
担
当
部
署
の
事
業
の

内
容
、
業
務
の
内
容
で
、
遅

れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

未
納
金
、欠
損
金
増
加

の
内
容
は

税
の
未
納
者
対
策
は

実
質
公
債
費
比
率
と
震
災
復
興

特
別
交
付
税
と
の
関
係
は

臨
時
財
政
対
策
債

の
残
高
は

債
務
負
担
行
為
の

限
度
は

女
性
管
理
職
登
用
の

た
め
の
研
修
を

町
道
管
理
作
業
の
遅
れ
は
、

職
員
減
の
影
響
か

支
援
物
資
の
賞
味
期
限

切
れ
は
な
い
の
か

決算審査特別委員会
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質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
家
屋
補
償
事
業
で
、

西
船
迫
の
買
い
取
っ
た
土
地

を
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
沈
下
補
償
の
土
地
で
、

多
く
は
隣
家
の
方
に
庭
を
広

げ
る
と
い
う
形
で
協
議
す
る

場
合
が
多
い
が
、
現
在
は
そ

の
協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
震
災
の
た
め
家
庭
薬

剤
散
布
が
中
止
と
な
っ
た
。

実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
影
響
は
な
か
っ
た
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
中
止
し
た
た
め
に
大

幅
に
環
境
が
悪
化
し
た
と
い

う
こ
と
は
な
い
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

数
が
減
っ
た
理
由
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
新
規
加
入
者
の
減
少

と
会
員
の
高
齢
化
、
役
員
の

な
り
手
が
い
な
い
な
ど
と
聞

い
て
い
る
。 質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  

大
型
児
童
セ
ン
タ
ー

調
査
で
、
そ
の
概
要
と
設
置

場
所
に
つ
い
て
の
検
討
は
な

さ
れ
た
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
先
進
地
視
察
を
行
い
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
参
考
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
場

所
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

船
迫
児
童
館
の
老
朽
化
に
伴

う
建
て
替
え
が
前
提
と
な
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
場
所
と

考
え
て
い
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
成
年
後
見
人
制
度
の

利
用
・
支
援
事
業
の
実
績
が

0
件
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
こ
の
制
度
の
申
請
は
、

身
寄
り
の
方
、
家
族
、
兄
弟

が
手
続
き
を
行
う
。
行
政
が

行
う
の
は
、
身
寄
り
の
な
い

方
が
対
象
と
な
る
の
で
、
非

常
に
希
有
な
も
の
だ
と
思
う
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
ゆ
と
り
の
育
児
支
援

事
業
が
槻
木
保
育
所
で
実
施

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
防
犯
灯
の
球
切
れ
及

び
自
動
点
滅
器
交
換
の
際
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
球
切
れ
に
つ
い
て
は
、

　

㌔
㍗
以
下
の
と
こ
ろ
は
Ｌ

40Ｅ
Ｄ
化
を
優
先
的
に
実
施
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑　
柴
田
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
問
う
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
柴
田
町
の
イ
メ
ー
ジ

と
な
る
も
の
な
の
で
、
常
に

最
新
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

情
報
の
出
し
方
の
工
夫
は

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
広
報
・
公
聴
事
業
で
、

町
の
情
報
の
出
し
方
が
悪
い

と
い
う
よ
う
な
批
判
が
あ
る

よ
う
だ
が
、
今
後
改
善
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
議
会
に
説
明
し
た
段

階
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て

知
ら
せ
た
い
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
廃
油
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
て
の
問
題
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
引
き
取
っ
て
も
再
生

す
る
シ
ス
テ
ム
が
本
格
的
に

稼
働
さ
れ
て
い
な
い
。

し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
実
施
す
る
部
屋
が
不

足
し
て
い
る
た
め
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
以
前
か
ら
指
摘
し
て

い
た
中
核
病
院
の
夜
間
救
急

外
来
の
体
制
に
つ
い
て
、
議

論
の
場
は
な
か
っ
た
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
仙
南
の
地
域
医
療
対

策
会
議
で
、
平
日
夜
間
の
一

次
救
急
の
診
療
所
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
い
る
。 質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  

町
内
の
イ
ノ
シ
シ
、

カ
モ
シ
カ
等
の
被
害
状
況
は

把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
自
家
野
菜
等
に
つ
い

て
相
当
の
件
数
被
害
が
あ
っ

た
。
一
部
の
田
ん
ぼ
に
も
被

害
が
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
か

ら
水
稲
へ
の
被
害
が
出
て
く

る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

防
犯
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用
は

情
報
の
出
し
方
の

工
夫
は

廃
油
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
活
用
は

買
い
取
っ
た

土
地
の
活
用
は

薬
剤
散
布
中
止
の

影
響
は

会
員
減
少
の

理
由
は

概
要
と
設
置
場
所
の

検
討
は

な
ぜ

利
用
さ
れ
な
い
の
か

槻
木
保
育
所
の

ゆ
と
り
育
児
支
援
は

夜
間
救
急
外
来
体
制

の
議
論
は

イ
ノ
シ
シ
等
の

被
害
状
況
は

決算審査特別委員会

町内各施設に設置しています

イノシシに荒された豆畑
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決算審査特別委員会

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
東
船
岡
小
学
校
で
取

り
組
ん
で
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
報
告
内

容
が
、
前
年
度
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、

変
わ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
指
定
期
間
が
あ
る
の

で
、
結
果
同
じ
よ
う
な
表
記

と
な
っ
た
。
次
年
度
に
向
け
、

精
査
し
対
応
し
て
い
く
。 質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  

町
民
体
育
館
の
解
体

を
早
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
災
害
に
か
か
わ
る
瓦

礫
、
公
共
物
の
解
体
作
業
の

申
請
を
進
め
て
い
る
。
査
定

が
入
り
、
全
額
国
費
で
の
解

体
が
認
め
ら
れ
な
い
と
、
早

期
の
解
体
は
難
し
い
と
判
断

し
て
い
る
。

立入禁止となっている町民体育館

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
却
事
業

で
、
残
り
の
6
件
は
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
今
後
努
力
し
て
、
な

る
べ
く
早
く
除
却
、
ま
た
は

別
の
も
の
に
新
設
で
き
る
よ

う
に
指
導
す
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
農
地
転
用
許
可
調
査

で
未
着
工
が
3
件
あ
る
が
、

な
ぜ
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
家
庭
の
事
情
、
資
金

繰
り
等
で
未
着
工
と
な
っ
て

い
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
放
射
能
の
風
評
被
害

の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
柴
田
町
は
、
丸
森
、

白
石
、
角
田
よ
り
は
風
評
被

害
は
少
な
い
の
か
と
認
識
し

て
い
る
。
農
産
物
で
は
、
シ

イ
タ
ケ
、
コ
ゴ
ミ
が
出
荷
自

粛
と
な
っ
た
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
利
用
状
況
は
。 答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  

地
元
ス
ー
パ
ー
が

　

・　

㌫
、
石
油
ガ
ス
小
売

66

81

業 
5
・　

㌫
、
他
の
小
売
業

22

5
・　

㌫
、
他
は
2
㌫
台
に

85

と
ど
ま
っ
た
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
大
雨
時
の
排
水
作
業

に
関
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
、
何
台

確
保
で
き
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
町
で
2
台
、
業
者
6

台
、
ト
ー
タ
ル
で
8
台
あ
り
、

そ
の
地
域
ご
と
に
手
配
し
て

い
る
。 質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑 

け
や
き
教
室
の
利
用

は
、
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
白
石
に
移
っ
て
か
ら
、

柴
田
町
内
だ
け
で
な
く
、
管

内
も
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
稲
荷
山
用
水
の
分
水

門
は
、
い
つ
で
き
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
名
取
市
で
の
除
塩
の

た
め
水
を
流
し
つ
づ
け
て
い

る
の
で
、
止
め
て
工
事
が
で

き
ず
、
遅
れ
て
い
る
。
早
期

着
工
に
努
め
る
。

排
水
ポ
ン
プ
は

確
保
で
き
て
い
る
か

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の

安
全
確
保
を

未
着
工
の
理
由
は

風
評
被
害
の

現
状
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

使
用
先
は

け
や
き
教
室
の

利
用
は

分
水
門
の

早
期
完
成
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
実
情
は

町
民
体
育
館
を

ど
う
す
る
の
か

（除去後）

分水門予定地

（除去前）
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9 月 補 正 予 算
　平成23年3月11日に
発生した東日本大震災か
ら学んだ教訓を踏まえ、
今後再び予想される大震
災に備えるため、防災拠
点として不二トッコン跡
地を取得することになり
ました。
　「健康と交流を育む都
市防災公園」として整備
を進めていく計画となっ
ています。

安部俊三 議員

　

柴
田
町
は
次
の
ス
テ
ー
ジ

に
向
け
動
き
出
し
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

の
た
め
、
あ
わ
せ
て
ス
ポ
ー

ツ
都
市
宣
言
を
踏
ま
え
、
健

康
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
一
層
の

進
展
を
図
る
た
め
に
も
、
こ

の
土
地
の
先
行
取
得
は
実
現

す
べ
き
と
考
え
る
。

広沢　真 議員

　

不
二
ト
ッ
コ
ン
跡
地
を
取

得
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事

業
の
優
先
順
位
、
今
後
の
町

財
政
へ
の
影
響
、
町
民
の
要

望
な
ど
を
考
慮
し
、
町
民
の

望
む
ほ
か
の
事
業
を
進
め
る

こ
と
に
対
し
、
大
き
な
影
響

は
な
い
と
考
え
、
購
入
に
賛

成
す
る
こ
と
に
し
た
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
売
買
契
約
は
い
つ
ご

ろ
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  　
月
頃
を
予
定
し
て

12

い
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
広
報
し
ば
た
9
月
号

で
「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
整
備

ゾ
ー
ン
」
整
備
方
針
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　

計
画
を
進
め
て
い
く
上
で
、

住
民
と
の
協
議
が
必
要
と
考

え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
基
本
的
に
は
ま
だ
試

案
の
段
階
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
、
町
だ
け

で
な
く
、
機
会
あ
る
ご
と
に

住
民
説
明
会
、
意
見
交
換
会
、

各
種
団
体
な
ど
と
の
意
見
の

す
り
合
わ
せ
を
し
、
一
つ
の

防
災
公
園
と
し
て
計
画
を
進

め
て
い
く
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
船
岡
駅
、
上
川
名
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
概
要
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
船
岡
駅
は
、
凍
結
防
止
の
た
め

の
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
、
入
口
ド
ア
の
設

置
。
さ
ら
に
桜
ま
つ
り
関
係
の
反
省
か

ら
、
混
雑
解
消
の
た
め
、
女
子
ト
イ
レ

を
1
基
増
設
し
、
全
て
洋
式
に
す
る
。

　

上
川
名
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
現

在
和
式
で
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
合
併

浄
化
槽
化
と
洋
式
化
を
図
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
図
書
館
駐
輪
場
設
置
工
事
の
概

要
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
自
転
車
で
来
館
す
る
際
に
利
用

の
多
い
子
ど
も
た
ち
が
雨
に
ぬ
れ
な
い

よ
う
屋
根
つ
き
の
駐
車
場
を
設
置
す
る
。

　

場
所
は
産
業
展
示
館
の
研
修
室
の
北

側
を
予
定
。

＝土地の概要＝
敷　　地：不二トッコン工場跡地
所 在 地：柴田町大字船岡字上大原地内
敷地面積：30,614.40㎡（9,260.85坪）

売
買
契
約
は
。

計
画
の
段
階
か
ら

住
民
参
加
を

2
施
設
ト
イ
レ
改
修
工
事
へ

図
書
館
に
駐
輪
場
設
置

平成24年度　補正予算 補正後の額補正額会計区分 132億7,768万円5億3,081万円一般会計 41億7,372万円2億6,988万円国民健康保険事業特別会計 13億5,333万円1,178万円公共下水道事業 22億5,346万円5,932万円介護保険 3億3,659万円81万円後期高齢者医療 ※不二トッコン跡地土地取得は含まず
 補正予算の主な内容 下水道災害復旧関連工事、道路の舗装打ちかえ、側溝改修など3,000万円町道改修工事 除染対策費3,989万円放射能対策事業 LED設置　LED灯33灯設置場所は三名生地区幹線、東船岡幹線、むつみ学園167万円防犯灯新設工事
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出　　　欠　　　状　　　況出
席
者
数（
人
）

月日主　な　内　容区　　　分
我
妻　

弘
国

白
内
恵
美
子

大
沼　

惇
義

加
藤　

克
明

星　
　

吉
郎

舟
山　
　

彰

大
坂　

三
男

森　
　

淑
子

水
戸　

義
裕

有
賀　

光
子

広
沢　
　

真

佐
々
木　

守

安
部　

俊
三

高
橋
た
い
子

佐
久
間
光
洋

佐
々
木
裕
子

平
間
奈
緒
美

○○○○○○○○○○○○○○○○○179.3町政報告、一般質問

本会議

（平成24年）
　　第3回定例会

○○○○○○○○○○○○○○○○○179.4一般質問
○○○○○○○○○○○○○○○○○179.5一般質問
○○○○○○○○○○○○○○○○○179.6条例、補正予算等
○○○○○○○○○○○○○○○○○179.7平成23年度各種決算上程・総括質疑

○○○○○○監○○○○○○○○○159.7正副委員長の互選等

決算審査
特別委員会

○○○○○○監○○○○○○○○○159.10平成23年度決算認定審議
○○○○○○監○○○○○○○○○159.11平成23年度決算認定審議
○○○○○○監○○○○○○○○○159.12平成23年度決算認定審議

○○○○○○○○○○○○○○○○○179.13平成23年度決算認定採決、条例、補正予算本会議

表　　決　　状　　況
議
決
結
果

賛　
　

成（
人
）

表
決
者
数（
人
）

議
決
月
日

件　　　　　名区
分

我
妻　

弘
国

白
内
恵
美
子

大
沼　

惇
義

加
藤　

克
明

星　
　

吉
郎

舟
山　
　

彰

大
坂　

三
男

森　
　

淑
子

水
戸　

義
裕

有
賀　

光
子

広
沢　
　

真

佐
々
木　

守

安
部　

俊
三

高
橋
た
い
子

佐
久
間
光
洋

佐
々
木
裕
子

平
間
奈
緒
美

議○○○○○○○○○○○○○○○○承　　認16169.6専決処分の承認を求めることについて（平成24年度柴田町一般会計補正予算）

（
平
成　
年
）
第
3
回
定
例
会

24

議○○○○○○○○○○○○○○○○適　　任16169.6人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
議○○○○○○○○○○○○○○○○適　　任16169.6人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
議○○○○○○○○○○○○○○○○同　　意16169.6教育委員会委員の任命について
議○○○○○○○○○○○○○○○○同　　意16169.6教育委員会委員の任命について

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6
出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出
入国管理に関する特例法の一部を改正する等の法律の施行に伴う宮城県後期高齢者医療広域
連合規約の変更について

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6柴田町暴力団排除条例
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6柴田町復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6柴田町東日本大震災復興特別区域法第28条第1項の規定に基づく準則を定める条例

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6柴田町企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律第10条
第1項の規定に基づく準則を定める条例の一部を改正する条例

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6臨時的に任用された職員の分限に関する条例の一部を改正する条例
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6柴田町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6平成24年度柴田町一般会計補正予算
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6平成24年度柴田町国民健康保険事業特別会計補正予算
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6平成24年度柴田町公共下水道事業特別会計補正予算
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6平成24年度柴田町介護保険特別会計補正予算
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6平成24年度柴田町後期高齢者医療特別会計補正予算
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.6平成24年度柴田町水道事業会計補正予算
議○○○○否○○○○否○○○○○○認　　定14169.13平成23年度柴田町一般会計歳入歳出決算の認定について
議○○○○○○○○○○○○○○○○認　　定16169.13平成23年度柴田町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議○○○○○○○○○○○○○○○○認　　定16169.13平成23年度柴田町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議○○○○○○○○○○○○○○○○認　　定16169.13平成23年度柴田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
議○○○○○○○○○○○○○○○○認　　定16169.13平成23年度柴田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
議○○○○○○○○○○○○○○○○認　　定16169.13平成23年度柴田町水道事業会計決算の認定について
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.13柴田町特別会計条例の一部を改正する条例
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.13平成24年度柴田町一般会計補正予算
議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決16169.13平成24年度柴田町土地取得特別会計予算

●本会議出欠状況 ※「○」は出席、「欠」は欠席、「早」は早退、「遅」は遅参を表す。
※決算審査特別委員会中、「監」は説明員（議会選出監査委員）として出席していることを表す。
※議長は決算審査特別委員にはならない。

●議案等審議結果 ※「○」は賛成、「否」は賛成しないことを表す。
※「議」は表決時に議長のため、また「－」は表決時に議場にいないため表決に参加していないことを表す。

9 月 補 正 予 算本会議出欠状況・議案等審議結果 質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
災
害
で
被
害
を
受
け

た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
へ
の
支

援
は
。　

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
4
月
に
発
生
し
た
爆

弾
低
気
圧
の
影
響
で
被
害
を

受
け
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

再
生
を
支
援
し
て
い
く
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
集
落
営
農
水
田
担
い

手
事
業
の
詳
し
い
内
容
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  　
㌶
以
上
水
稲
を
経

10

営
し
て
い
る
生
産
組
合
、
担

い
手
認
定
農
家
に
対
し
て
4

分
の
1
を
補
助
す
る
事
業
。

　

今
回
農
家
よ
り
光
選
別
機
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
も
み
す
り
機
、

乾
燥
機
な
ど
7
台
申
請
が
あ

り
、
補
正
予
算
措
置
を
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

に
同
意

　
 

野
敏
明 
氏
（
新
任
）

　
　
　
（
槻
木
字
焼
檀
）

　

飯
淵
直
子 
氏
（
再
任
）

　
　
　
（
槻
木
上
町
一
丁
目
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任

　

命
に
同
意

　

我
妻
一
雄 
氏
（
再
任
）

　
　
　
（
槻
木
東
二
丁
目
）

　

牛
澤
典
子 
氏
（
再
任
）

　
　
　
（
西
船
迫
一
丁
目
）

農
業
振
興
の

さ
ら
な
る
支
援
を

柴田町の園芸を担うハウス
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議 会 懇 談 会

　

7
月　

日
、
小
学

29

校
区
ご
と
午
後
の
部

3
会
場
。
夜
間
の
部

3
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
懇
談
テ
ー
マ
「
柴
田

町
議
会
基
本
条
例
」「
あ
な
た

の
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
は
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
町
政
や
議
会
へ

の
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
人
数
は　

人
で

56

し
た
。
懇
談
会
で
い
た
だ
い

た
ご
意
見
等
を
集
約
し
て
町

政
及
び
議
長
に
申
し
入
れ
し

回
答
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の

回
答
を
含
め
た
最
終
的
な
ま

と
め
は
、
開
催
会
場
施
設
で

の
閲
覧
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
へ
の
掲
載
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
要
望
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

毅（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋
に

つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
が

あ
り
ま
し
た
。

毅
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
始

ま
る
が
、
中
核

病
院
ま
で
行
け

る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。

毅
楽
し
く
住
め
る

町
と
し
て
親
子

連
れ
で
使
え
る

広
場
が
な
い
。

児
童
館
も
少
な

い
の
で
、
子
育

て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
早
め
に

建
設
し
て
ほ
し

い
。

　

8
月
7
日
、
柴
田

町
文
化
協
会
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

議
会
活
動
報
告
に
続
い
て
、

文
化
協
会
の
現
状
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

懇
談
に
入
り
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
数
は
、
文
化
協
会

関
係
者　

人
、
議
員　

人
の

13

16

合
計　

人
で
し
た
。

29

　

懇
談
で
は

毅
文
化
協
会
の
作
業
所
が
ほ

し
い
。
公
民
館
等
の
よ
う

な
共
同
で
な
く
、
協
会
専

用
の
施
設
と
し
て
貸
し
て

ほ
し
い
。 毅

楽
屋
の
つ
い
た
本
格
的
な

ホ
ー
ル
が
ほ
し
い
。
大
河

原
町
に
は　

人
の
え
ず
こ

800

ホ
ー
ル
、
白
石
市
に
は　
600

人
の
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ

が
あ
り
、
柴
田
町
に
も　
500

人
収
容
の
文
化
ホ
ー
ル
が

ほ
し
い
。

毅
槻
木
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ル
は
、
狭
く
音
響

が
よ
く
な
い
。
つ
く
る
時

は
そ
の
辺
を
考
え
、
最
初

か
ら
き
ち
っ
と
し
た
も
の

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

毅
陶
芸
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

電
気
炉
の
修
繕
に
「
対
応

が
悪
い
」
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

議会基本条例、まちづくりに関する質問・意見・要望等
質問・意見・
要望等の件数項           目質問・意見・

要望等の件数項           目
3件公園整備に関すること19件議会基本条例に関すること
3件（仮称）さくら連絡橋に関すること23件まちづくりに関すること
2件総合運動公園に関すること8件集中豪雨に関すること
15件その他7件子育て支援に関すること
80件計

その他の質問・意見・要望等
質問・意見・
要望等の件数項           目

68件町政に関すること

39件議会に関すること
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お父さんもわたしも安心

大坂三男 議員
子ども医療費の助成対象の拡大を来年10月から中学校修了まで通院、入院とも無料にする

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

世代を越えて子育て応援

平間奈緒美 議員
子どもたちを取り巻く環境整備をどう考えるのか十分に計画を立て、鋭意進めていく

　

本
年　

月
か
ら
中
学
生
ま

10

で
の
入
院
時
の
自
己
負
担
分

が
全
額
助
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
対
象
と
な
る
保
護
者

か
ら
は
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
通
院
費
に
つ
い
て

は
現
在
、
小
学
校
未
就
学
児

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
小
中

学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
か
ら
は
、
通
院
費
の
自
己

負
担
分
の
無
料
化
を
早
く
実

施
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
。

 
 
通
院
費
を
助
成
す
る
対

象
年
齢
は
自
治
体
に
よ
っ
て

違
う
が
、
本
町
は
早
急
に
助

成
の
枠
を
広
げ
る
べ
き
で
あ

る
。
来
年
度
以
降
ど
の
よ
う

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
る

考
え
か
。

 
 
子
ど
も
医
療
費
助
成
は

子
育
て
支
援
の
重
要
施
策
と

考
え
て
い
る
。

　

今
ま
で
も
段
階
的
に
医
療

費
助
成
の
拡
大
を
図
っ
て
き

た
が
、
助
成
対
象
を
さ
ら
に

拡
大
す
る
た
め
、
来
年　

月
10

か
ら
は
通
院
の
助
成
対
象
も

中
学
校
修
了
ま
で
と
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
の

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
義
務

教
育
の
修
了
ま
で
の
家
庭
の

経
済
的
負
担
が
よ
り
一
層
、

軽
減
さ
れ
る
と
考
え
る
。

 
 
助
成
拡
大
に
よ
り
、
町

の
負
担
額
は
ど
う
な
る
の
か
。

 
 
町
の
年
間
の
負
担
額
は

約
9
千　

万
円
と
な
る
。

600

 
 
資
格
者
の
登
録
は
ど
う

す
る
の
か
。
ま
た
町
民
へ
の

広
報
は
ど
う
す
る
の
か
。

 
 
最
初
は
受
給
者
証
の
交

付
た
め
、
登
録
申
請
書
を
出

し
て
い
た
だ
く
が
、
翌
年
か

ら
は
自
動
更
新
と
な
る
。
広

報
は
個
人
へ
の
周
知
も
考
え

る
。

 
 
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
は
昨
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在

の
進
捗
状
況
は
。

 
 
平
成　

年
7
月
末
現
在

24

で
会
員
数
は　

名
。
活
動
実

80

績
は
、
平
成　

年
4
月
か
ら

24

4
カ
月
間
で　

件
の
利
用
。

114

　

今
後
は
、
子
育
て
応
援
者

養
成
講
座
や
協
力
会
員
研
修

会
を
開
催
し
、
会
員
を
拡
大

し
て
い
く
と
と
も
に
、
会
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
や

フ
ァ
ミ
サ
ポ
通
信
の
発
行
な

ど
会
員
相
互
の
理
解
を
図
っ

て
い
く
。
子
育
て
を
互
い
に

支
え
合
う
環
境
づ
く
り
と
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
地

域
社
会
の
構
築
が
図
ら
れ
て

き
て
い
る
も
の
と
実
感
し
て

い
る
。

 
 
保
育
マ
マ
事
業
は
進
ん

で
い
な
い
。
今
後
の
展
開
は
。

 
 
行
動
計
画
の
平
成　

年
26

度
実
施
の
目
標
達
成
は
困
難

と
判
断
し
た
が
、
待
機
児
童

解
消
に
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
事
業
や
ゆ
と
り
保
育
な
ど

の
施
策
の
充
実
や
連
携
に
よ

り
、
待
機
児
童
解
消
を
図
る
。

 
 
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
整
備
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

 
 　

年
度
か
ら
学
校
関
係

21

で
は
新
築
、
大
規
模
改
修
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
遊
具
関

係
も
整
備
を
進
め
て
お
り
、

遅
れ
て
い
た
各
事
業
に
も
着

手
し
て
い
る
。
今
後
も
し
っ

か
り
と
計
画
を
立
て
な
が
ら
、

鋭
意
進
め
て
い
く
。
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東北リコー㈱に設置されている太陽光発電パネル

舟山　彰 議員
今後の防災・減災対策について町民を対象に自主防災活動の大切さをＰＲする
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車に気をつけていってらっしゃい

髙橋たい子 議員
学校の通学路安全確保は十分か地域の特性も考えて対応

　

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら

一
年
半
に
な
る
。

 
 
町
内
の
住
宅
、
店
舗
、

工
場
等
の
耐
震
化
を
も
っ
と

進
め
る
た
め
の
方
策
を
考
え

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

 
 
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

と
耐
震
改
修
工
事
助
成
事
業

は
実
施
し
て
い
る
。
店
舗
や

工
場
の
耐
震
診
断
は
基
本
的

に
自
己
負
担
だ
が
、
県
に
対

し
、
発
展
税
を
使
う
工
場
等

に
対
す
る
耐
震
診
断
の
支
援

制
度
を
要
望
し
て
い
る
。

 
 
私
が
所
属
す
る
さ
く
ら

会
で
視
察
研
修
し
た
岐
阜
県

瑞
浪
市
で
は
、
温
暖
化
対
策
、

大
規
模
災
害
時
の
電
源
確
保

の
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
に
対
す
る
補
助

に
力
を
入
れ
、
他
の
地
域
と

比
べ
シ
ス
テ
ム
の
設
置
率
は

高
い
。
あ
の
東
日
本
大
震
災

や
そ
の
後
の
大
き
な
余
震
で

我
々
は
停
電
で
苦
労
し
た
。

そ
う
い
う
経
験
を
し
た
柴
田

町
と
し
て
も
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対
す
る

瑞
浪
市
の
考
え
方
、
や
り
方

を
参
考
に
す
べ
き
で
は
。

 
 
町
で
は
、
災
害
時
の
電

源
確
保
の
た
め
、
役
場
庁
舎
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
太
陽

の
村
へ
導
入
を
検
討
中
。
町

民
へ
は
国
や
県
の
事
業
の
活

用
を
周
知
し
て
い
く
。

 
 
防
災
訓
練
の
あ
り
方
、

や
り
方
に
つ
い
て
町
は
今
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

 
 
や
り
方
は
、
メ
ニ
ュ
ー

は
別
と
し
て
、
地
域
の
地
形

や
環
境
に
は
特
性
が
あ
り
、

各
々
の
地
域
に
合
っ
た
や
り

方
で
実
施
で
き
れ
ば
い
い
と

思
う
。

　

今
年
4
月
、
京
都
、
愛
知
、

千
葉
に
お
い
て
登
校
中
の
児

童
等
の
列
に
車
が
突
っ
込
む

事
故
が
発
生
し
た
。

　

文
部
科
学
省
は
、
通
学
路

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
大
臣

の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス

ポ
ー
ツ
・
青
年
局
長
の
依
頼

通
知
を
発
出
し
た
。

 
 
こ
れ
を
受
け
町
は
各
学

校
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
た
の
か
。

 
 
校
長
会
を
通
し
通
学
路

の
再
点
検
、
更
に
狭
隘
で
歩

道
の
な
い
通
学
路
の
点
検
と

報
告
を
求
め
、
そ
の
報
告
を

受
け
富
沢
街
道
交
差
点
、
船

迫
の
バ
イ
パ
ス
1
号
地
下
道

と
2
号
地
下
道
の
3
箇
所
を
、

警
察
署
を
は
じ
め
、
関
係
者

に
よ
る
緊
急
合
同
点
検
を
実

施
し
た
。

 
 
町
内
各
学
校
の
通
学
路

の
安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
。

 
 
学
校
を
中
心
に　丿
は
、

500

宮
城
県
公
安
委
員
会
に
よ
る

速
度
、
車
両
通
行
規
制
を
し

て
い
る
。
道
路
整
備
に
伴
う

交
通
ル
ー
ト
変
化
な
ど
か
ら

規
制
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い

て
も
、
調
査
の
う
え
交
通
規

制
の
依
頼
を
し
て
い
き
た
い
。

 
 
入
間
田　

号
線
は
、
農

10

免
道
路
の
開
通
、
北
日
本
電

線
へ
の
通
勤
な
ど
で
交
通
量

が
増
し
て
き
て
い
る
。
歩
道

が
な
く
車
の
交
差
も
ま
ま
な

ら
な
い
通
学
路
で
あ
る
が
状

況
把
握
し
て
い
る
か
。

 
 
把
握
は
し
て
な
い
が
、

交
通
安
全
の
確
保
に
関
す
る

有
識
者
懇
談
会
の
意
見
取
り

ま
と
め
を
も
と
に
、
地
域
の

特
性
も
考
え
精
査
を
し
て
い

く
。
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展望デッキから見た（仮称）さくら連絡橋建設予定地

佐久間光洋 議員
（仮称）さくら連絡橋は、できるだけシンプルな形がよいと考える橋の形式は、検討委員会で話し合い、方向を定める
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職員には様々な仕事が求められる

加藤克明 議員
定員適正化計画の見直しを今年度中に検討

 
 
（
仮
称
）
さ
く
ら
連
絡

橋
の
イ
メ
ー
ジ
図
は
、
斜
張

橋
で
設
計
さ
れ
て
い
る
。
一

目
千
本
桜
の
景
観
を
大
切
に

す
る
な
ら
、
人
工
物
の
構
築

は
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ
き
。

斜
張
橋
の
場
合
は
ワ
イ
ヤ
ー

を
支
え
る
主
塔
が
必
ず
必
要

だ
。
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル

な
形
の
も
の
が
よ
い
と
考
え

る
。

 
 
斜
張
橋
は
あ
く
ま
で
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
示
し
た
も
の

だ
が
、
イ
メ
ー
ジ
図
が
ひ
と

り
歩
き
を
し
た
。
形
式
に
つ

い
て
は
、
公
募
し
た
9
人
の

検
討
委
員
で
話
し
合
い
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
後
、
検
討

委
員
会
の
意
向
を
尊
重
し
、

議
会
の
同
意
も
得
て
、
詳
細

設
計
を
発
注
し
た
い
。

 
 
今
年
の
事
業
で
、
現
時

点
で
の
進
捗
状
況
は
。

 
 
今
年
度
は
詳
細
設
計
、

ま
ず
橋
の
形
式
を
1
つ
か
2

つ
で
検
討
し
、
方
向
が
出
た

ら
発
注
し
た
い
。
遅
く
と
も

　

月
に
は
と
考
え
て
い
る
。

11
 
 
イ
メ
ー
ジ
図
で
は
、
線

路
を
ま
た
い
で
土
手
に
出
て
、

河
川
の
中
に
1
つ
の
橋
脚
が

建
つ
よ
う
だ
が
、
堤
防
に
出

さ
ず
土
手
の
法
面
に
橋
脚
を

建
て
る
形
は
検
討
の
対
象
に

な
る
か
。

 
 
河
川
協
議
に
お
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
境
、
堤
防
、
川
の
中
の

3
案
で
検
討
し
た
。
Ｊ
Ｒ
側

は
、
軌
道
敷
に
影
響
が
出
る

と
い
う
こ
と
、
河
川
堤
防
に

つ
い
て
は
構
築
物
を
残
す
こ

と
が
で
き
な
い
な
ど
の
条
件

で
困
難
だ
。
鷺
沼
排
水
路
と

白
石
川
の
合
流
点
の
み
が
設

置
可
能
な
場
所
と
い
う
こ
と

で
、
イ
メ
ー
ジ
図
の
と
お
り

と
な
っ
た
。

　

想
像
を
絶
す
る
未
曽
有
の

大
被
害
と
原
発
事
故
、
突
如

襲
う
大
雨
に
よ
る
被
害
、
町

職
員
の
方
々
に
は
肉
体
的
、

精
神
的
に
も
大
き
な
負
担
が

あ
る
と
想
像
で
き
る
。
職
員

が
在
職
中
、
倒
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
労
働
環
境
に
つ
い

て
は
絶
え
ず
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
で
は
な
い
か
伺
う
。

 
 
私
が
平
成
5
年
に
議
員

な
っ
て
か
ら
病
気
で
亡
く

な
っ
た
現
役
職
員
が
相
当
い

る
。
ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
思

わ
れ
る
が
、
実
態
と
対
策
は
。

 
 
現
役
で
亡
く
な
っ
た
職

員
は　

名
以
上
で
あ
る
。
引

10

き
続
き
職
員
の
健
康
管
理
、

健
康
診
断
の
強
化
を
図
る
。

 
 
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
た
め
の
方
策
は
。

 
 
人
事
評
価
制
度
に
よ
る

勤
務
評
定
を
行
い
、
評
価
成

績
の
高
い
職
員
に
一
定
額
を

上
乗
せ
支
給
し
て
い
る
。

 
 
定
員
適
正
化
計
画
の
見

直
し
を
。

 
 
予
想
さ
れ
る
行
政
需
要

に
適
正
な
職
員
数
は
ど
の
程

度
必
要
か
、
今
年
度
中
に
検

討
を
進
め
る
。

 
 
柴
田
町
独
自
の
給
与
体

系
が
で
き
な
い
か
。

 
 
周
辺
市
町
で
人
口
及
び

職
員
数
が
同
規
模
程
度
の
白

石
市
、
角
田
市
を
参
考
に
、

柴
田
町
と
し
て
の
給
与
制
度

改
革
、
現
在
の
6
級
制
の
行

政
職
給
料
表
を
7
級
制
に
移

行
し
、
職
員
の
能
力
及
び
実

績
に
応
じ
た
給
料
決
定
を
行

う
こ
と
が
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
最
善

の
方
法
と
考
え
て
い
る
。
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最新の機械を導入。品質向上を図る。

水戸義裕 議員
人・農地プランの重要な点は何か自分たちで農村集落の将来を話し合うこと

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

楽しい給食の時間

白内恵美子 議員
教育委員会と農政課が協力し食育の推進を連携し前向きに取り組みたい  

 
柴
田
町
の
学
校
給
食
の

抱
え
て
い
る
問
題
は
。

 
 
給
食
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

化
と
老
朽
化
対
策
、
調
理
シ

ス
テ
ム
の
変
更
、
ア
レ
ル

ギ
ー
へ
の
対
応
が
課
題
。

 
 
福
井
県
鯖
江
市
で
は
、

1
・
2
年
生
が
野
菜
作
り
、

3
年
生
が
大
豆
の
学
習
と
豆

腐
作
り
、
4
年
生
が
味
噌
作

り
、
5
年
生
は
地
域
の
方
に

手
作
り
料
理
を
食
べ
て
も
ら

う
、
6
年
生
は
保
護
者
に
手

作
り
弁
当
を
食
べ
て
も
ら
う

感
謝
の
式
を
実
施
し
て
い
る
。

町
内
で
も
で
き
る
の
で
は
。

 
 
町
内
の
小
学
校
で
は
米

作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

感
謝
の
会
を
行
っ
て
い
る
。

 
 
食
育
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
の
生
き
る
力
、
学
ぶ
力
、

体
力
が
つ
く
こ
と
か
ら
、
全

国
的
に
食
育
に
熱
心
な
学
校

は
体
力
も
学
力
も
高
い
。
柴

田
町
で
も
教
育
委
員
会
と
農

政
課
が
協
力
し
、
食
育
推
進

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

 
 
農
政
サ
イ
ド
も
教
育
委

員
会
と
連
携
し
前
向
き
に
取

り
組
み
た
い
。
土
日
を
利
用

し
子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き

る
施
策
を
考
え
て
い
く
。

 
 
地
産
地
消
を
進
め
る
た

め
に
「
地
場
産
品
導
入
協
議

会
」
の
設
置
が
必
要
で
は
。

 
 
生
産
者
が
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
出
荷
で
き
る
体
制
が

可
能
か
ど
う
か
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 
 
学
校
ご
と
に
家
庭
用
炊

飯
器
を
使
い
炊
き
立
て
ご
飯

の
提
供
を
。

 
 
検
討
す
る
が
、
ク
リ
ア

す
べ
き
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

　

国
は
、
人
と
農
地
の
問
題

解
決
と
持
続
可
能
な
農
業
実

現
の
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
を
実
施
す
る
と
し
た
。

こ
れ
は
、
新
規
就
農
や
農
地

集
積
な
ど
に
協
力
金
が
あ
る

制
度
で
あ
る
。

 
 
本
町
の
農
地
集
積
や
農

業
経
営
体
の
現
状
は
。

 
 
認
定
農
業
者
は　

人
、

40

親
子
で
経
営
し
後
継
者
と
し

て
5
人
、
新
規
就
農
可
能
者

3
人
位
で
あ
る
。
水
田
の
農

地
集
積
率　

㌫
、
生
産
組
織

23

　

組
合
で
あ
る
。

14
 
 
5
年
、　

年
後
の
農
村
・

10

農
業
に
つ
い
て
、
高
齢
化
対

策
を
ど
う
す
る
か
。

 
 
人
と
農
地
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
将
来
設
計
を

7
月
か
ら
検
討
。
ア
ン
ケ
ー

ト
や
集
落
単
位
で
話
合
い
検

討
を
重
ね
、
3
月
ま
で
に
第

1
次
プ
ラ
ン
と
し
て
県
に
申

請
し
た
い
。

 
 
新
規
就
農
者
は
い
る
の

か
。

 
 
難
し
い
と
考
え
る
。

 
 
一
集
落
の
農
地
集
積
は

可
能
か
。

 
 
現
在
で
は
困
難
と
考
え

る
。

 
 
水
稲
以
外
は
ど
う
す
る

の
か
。

 
 
水
田
が
主
と
な
る
。

 
 
農
地
集
積
に
つ
い
て
の

説
明
会
は
ど
う
す
る
の
か
。

 
 
自
分
た
ち
の
集
落
の
農

業
・
地
域
を
ど
う
し
た
い
の

か
を
、
自
分
た
ち
で
考
え
て

い
く
よ
う
、
説
明
・
協
議
し

て
い
き
た
い
。
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大量の土砂が流出した西船迫6号公園

佐々木守 議員
異常気象による災害が多発、現状への対応は国の補助も受けて、復旧工事に取り組む
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地下道も明るくて安心

森　淑子 議員
エネルギーの地産地消を防犯灯のＬＥＤ化と公共施設に太陽光発電システム設置を進める

　

今
年
は
特
に
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
、

台
風
に
限
ら
ず
低
気
圧
に
よ

る
集
中
豪
雨
が
頻
繁
に
発
生

す
る
よ
う
に
な
り
、
被
害
も

多
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対

応
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

 
 
台
風
4
号
に
よ
る
災
害

状
況
と
復
旧
事
業
は
。

 
 
被
害
内
容
は
、
床
上
浸

水
5
世
帯
、
床
下
浸
水　

世
32

帯
、
道
路
、
河
川
、
公
園
な

ど
の
土
木
施
設
に
お
い
て
は

　

カ
所
、
9
千　

万
円
の
被

27

776

害
が
発
生
し
た
。
8
月
3
日

に
激
甚
災
害
の
指
定
が
な
さ

れ
た
の
で
、
9
月
補
正
で
予

算
を
計
上
し
、
今
後
、
復
旧

工
事
に
取
り
組
む
。

 
 
1
時
間
に　

㍉
～　

㍉

50

60

の
集
中
豪
雨
に
対
す
る
根
本

的
な
解
決
策
は
。

 
 
仮
設
ポ
ン
プ
の
設
置
、

巡
視
パ
ト
ロ
ー
ル
の
徹
底
、

水
門
操
作
や
排
水
機
場
運
転

な
ど
の
相
互
連
携
を
確
実
に

行
い
、
冠
水
被
害
軽
減
や
早

期
解
消
を
図
っ
て
い
く
。

 
 
台
風
4
号
に
よ
る
豪
雨

の
た
め
、
西
船
迫
6
号
公
園

周
辺
の
町
有
林
を
伐
採
し
た

後
の
土
砂
が
道
路
に
流
れ
た

件
は
。

 
 
西
船
迫
6
号
公
園
と
幹

線
道
路
の
間
に
側
溝
を
新
設

し
、
公
園
敷
地
外
に
で
き
る

だ
け
雨
水
を
流
出
し
な
い
よ

う
、
整
備
計
画
を
進
め
て
い

る
。
現
在
、
道
路
に
埋
設
さ

れ
て
い
る
雨
水
幹
線
管
渠
に

接
続
し
て
い
る
取
り
つ
け
雨

水
管
の
口
径
を　

㌢
か
ら　

15

30

㌢
に
し
、
排
水
機
能
の
向
上

を
図
る
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
今
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
す
る

か
に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
。
世
論
は
原

発
に
頼
ら
な
い
社
会
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
る
。
風

力
・
波
力
・
地
熱
の
利
用
に

は
適
さ
な
い
土
地
柄
の
柴
田

町
に
で
き
る
こ
と
は
、
省
エ

ネ
と
太
陽
光
発
電
で
あ
る
。

 
 
防
犯
灯
を
蛍
光
灯
か
ら

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
る
と
消
費
電

力
が
2
分
の
1
以
下
に
な
る
。

　

企
業
か
ら
寄
付
さ
れ
た
1

千　

個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
、

500
防
犯
灯
の
光
源
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

切
り
替
え
て
は
ど
う
か
。

 
 
寄
付
さ
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は

今
年
度
か
ら
既
存
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
本
年
度
末
で
約　

灯
が

260

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
電
気
料
は
1
年
間
で
約

　

万
円
の
節
約
に
な
る
。

40
 
 
今
進
め
て
い
る
地
域
計

画
の
中
で
、
防
犯
灯
新
設
の

要
望
が
出
て
く
る
と
予
想
さ

れ
る
が
、
す
べ
て
対
応
す
る

の
か
。

 
 
町
道
に
つ
い
て
は
、
行

政
区
の
要
望
等
で
町
が
助
成

す
る
形
で
進
め
て
き
て
い
る
。

 
 
公
共
施
設
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

 
 
東
日
本
大
震
災
の
反
省

点
と
し
て
、
公
共
施
設
に
お

け
る
非
常
時
の
電
源
確
保
の

問
題
が
あ
る
。
役
場
庁
舎
・

太
陽
の
村
・
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
優
先
に
、
平
成　

・
25

　

年
に
設
置
す
る
よ
う
進
め

26て
い
る
。
今
後
建
設
予
定
の

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
防

災
の
面
か
ら
も
太
陽
光
発
電

の
設
置
を
検
討
す
る
。
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昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も

自
然
災
害
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
風
水
害
の
対

策
に
重
点
を
置
い
て
き
た
が
、

災
害
全
般
に
対
応
す
る
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
前
の
質
問
で
検
討
す
る

旨
の
答
弁
を
も
ら
っ
た
が
、

そ
の
後
の
対
応
を
伺
う
。

 
 
雨
水
冠
水
の
常
襲
地
域

の
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

 
 
船
岡
西
地
区
と
船
岡
南

地
区
に
つ
い
て
、　

月　

日

11

30

を
期
限
に
調
査
を
行
っ
て
い

る
。

 
 
調
査
結
果
を
住
民
に
報

告
す
る
予
定
は
。

 
 
年
内
を
め
ど
に
行
う
。

 
 
災
害
被
害
世
帯
に
対
す

る
町
独
自
の
救
済
策
は
。

 
 
床
上
浸
水
被
害
な
ど
に

対
応
し
た
見
舞
金
制
度
を
、

来
年
度
か
ら
創
設
す
る
。

 
 
以
前
は
見
舞
金
で
は
な

く
、
補
助
制
度
を
考
え
た
い

と
し
て
い
た
が
。

 
 
地
震
、
風
水
害
な
ど
が

頻
発
す
る
中
、
補
助
制
度
以

前
に
常
設
の
見
舞
金
制
度
の

必
要
性
を
考
え
た
。

 
 
救
済
制
度
の
対
象
は
。

 
 
家
屋
の
全
壊
、
半
壊
、

火
災
の
全
焼
、
半
焼
と
床
上

浸
水
を
対
象
と
し
て
考
え
て

い
る
。

 
 
一
部
損
壊
や
床
下
浸
水

は
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
。

 
 
対
象
範
囲
は
議
論
に

な
っ
た
が
、
財
政
上
の
問
題

も
考
慮
し
含
め
て
い
な
い
。

 
 
救
済
を
考
え
な
い
の
か
。

 
 
災
害
見
舞
金
を
ベ
ー
ス

に
、
被
害
規
模
に
応
じ
て
一

部
損
壊
に
対
す
る
臨
時
の
補

助
制
度
、
急
斜
面
崩
落
の
支

援
制
度
の
三
層
の
制
度
を
考

え
て
い
る
。

　

い
じ
め
問
題
は
、
学
校
や

教
育
委
員
会
が
日
頃
ど
う
取

り
組
ん
で
い
る
か
、
今
後
ど

う
取
り
組
む
か
が
問
わ
れ
て

い
る
。
万
全
の
対
応
策
を
構

築
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

 
 
町
内
学
校
で
は
、
ど
ん

な
方
法
で
い
じ
め
の
実
態
把

握
を
し
て
い
る
の
か
。

 
 
定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
。
気
に
な
る
回

答
が
あ
っ
た
場
合
は
聞
き
取

り
を
行
い
、
子
ど
も
を
観
察

し
た
り
、
保
護
者
か
ら
も
情

報
を
得
な
が
ら
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
、
担
任
や
自
立
支

援
相
談
員
へ
の
相
談
内
容
か

ら
も
把
握
し
て
い
る
。

 
 
県
教
育
委
員
会
が
、
い

じ
め
の
有
無
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
毎
月
実
施
す
る
よ

う
提
案
し
て
い
る
が
、
本
町

で
取
り
入
れ
る
の
か
。

 
 
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
提
案
さ
れ
た
学

校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り

入
れ
、
早
期
発
見
と
早
期
対

応
に
努
め
る
。

 
 
本
町
で
の
い
じ
め
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 
 
4
月
か
ら
現
在
ま
で
、

い
じ
め
に
関
す
る
報
告
は
5

件
で
、
4
件
は
解
決
し
、
1

件
は
指
導
継
続
中
で
あ
る
。

 
 
教
育
委
員
会
か
ら
の
各

学
校
へ
の
指
示
で
、
特
筆
す

べ
き
こ
と
は
あ
っ
た
の
か
。

 
 
今
回
、
町
内
小
中
学
校

す
べ
て
が
い
じ
め
ゼ
ロ
運
動

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

児
童
生
徒
の
意
識
化
を
図
り
、

い
じ
め
の
な
い
教
育
環
境
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
す
よ
う

具
体
例
を
あ
げ
て
指
示
を
し

た
。

消防団も総出で排水

広沢　真 議員
災害被害者救済の具体策を来年4月から見舞金制度を創設する
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今日も笑顔の絶えない教室

安部俊三 議員
いじめに万全の対応をすべての学校で、いじめゼロ運動に取り組む
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平
成　

年
4
月　

日
付

24

26

の
文
部
科
学
省
か
ら
の
通
知

と
し
て
、
学
校
安
全
計
画
に

規
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
、
学
校
の
施
設
整
備
等
の

安
全
点
検
の
対
象
や
項
目
は

各
学
校
に
お
い
て
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
非
構
造
部
材
の

点
検
の
重
要
性
に
鑑
み
、
各

学
校
に
お
い
て
そ
の
実
施
に

努
め
る
と
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　

各
学
校
の
安
全
点
検
に
非

構
造
部
材
の
点
検
は
実
施
し

て
い
る
か
。

 
 
船
迫
小
学
校
の
体
育
館

天
井
の
改
修
は
、
災
害
復
旧

の
項
目
の
中
に
取
り
入
れ
復

旧
を
し
て
い
る
が
、
今
後
は

非
構
造
部
材
に
つ
い
て
の
耐

震
点
検
及
び
耐
震
対
策
を
検

討
す
る
。

 
 
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

と
あ
わ
せ
て
重
要
な
の
は
、

小
中
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
の
飛

散
防
止
対
策
で
あ
る
。
照
明

器
具
の
落
下
、
窓
ガ
ラ
ス
の

割
れ
た
破
片
が
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
凶
器
に
な
る
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
図
る
た
め
、
学
校

施
設
の
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防

止
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

 
 
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
、
船
岡
小
学
校
、
槻
木
小

学
校
、
船
迫
小
学
校
の
3
校

で
窓
の
一
部
が
壊
れ
た
。

　

現
在
、
船
迫
小
学
校
で
校

舎
内
の
ガ
ラ
ス
が
一
部
破
損

し
、
壊
れ
た
部
分
に
飛
散
防

止
の
シ
ー
ト
を
張
っ
て
対
応

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
大
震
災
で
破
損

し
た
場
所
を
優
先
的
に
、
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
付

け
も
検
討
し
て
い
く
。

 
 
遊
休
農
地
を
利
用
し
、

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
農
村
の
活

性
化
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

 
 
観
光
客
に
お
金
を
落
と

し
て
も
ら
う
こ
と
も
合
わ
せ

て
考
え
な
け
れ
ば
、
ア
ー
ト

だ
け
で
難
し
い
と
思
う
。

 
 
ア
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、

今
、
い
じ
め
問
題
や
自
殺
、

児
童
虐
待
ま
た
Ｄ
Ｖ
と
心
が

す
さ
ん
で
い
る
時
代
。
共
同

で
も
の
を
つ
く
り
上
げ
る
こ

と
で
、
精
神
的
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
考
え
る
が
。

 
 
規
模
は
小
さ
い
が
、
花

に
限
り
、　

集
落
で
子
ど
も

12

会
や
育
成
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

が
一
緒
に
各
地
区
で
植
え
て

お
り
、
広
が
り
を
期
待
し
て

い
る
。

 
 
林
業
・
農
業
へ
の
積
極

的
参
加
を
考
え
る
上
で
、
今

後
体
験
事
業
の
計
画
は
。

 
 
関
係
者
と
連
携
し
、
木

工
フ
ェ
ア
や
農
作
業
体
験
、

雑
魚
と
り
、
観
賞
会
等
を
計

画
。

 
 
農
地
や
河
川
敷
、
山
の

法
面
等
を
利
用
し
、
柴
田
の

ア
ピ
ー
ル
を
行
う
考
え
は
。

 
 
ヒ
マ
ワ
リ
で
「
心
一
つ

と
」
文
字
で
作
っ
た
が
、
台

風
で
全
滅
。
現
在
、
展
望

デ
ッ
キ
正
面
の
白
石
川
左
岸

に
、
花
木
で
文
字
を
検
討
中
。

 
 
展
望
デ
ッ
キ
下
の
崩
落

あ
と
を
町
ア
ピ
ー
ル
の
場
に
。

 
 
災
害
復
旧
で
原
形
に
戻

す
こ
と
、
法
枠
工
を
施
し
、

安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
る
。

 
 
魅
力
あ
る
景
観
、
自
然

を
享
受
す
る
場
の
整
備
と
は
。

 
 
緑
の
中
に
町
が
あ
り
、

他
に
誇
れ
る
景
観
や
空
間
に

人
が
集
ま
る
場
を
つ
く
る
こ

と
で
あ
る
。
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
で
、（
仮
称
）
さ

く
ら
連
絡
橋
、
新
栄
4
号
公

園
を
整
備
す
る
。
他
に
、
体

験
学
習
、
親
水
公
園
等
の
整

備
も
あ
る
。

落下した天井パネル（船迫小学校）

有賀光子 議員
非構造部材の耐震点検対策の実施について点検及び対策を検討する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

青森県田舎館村の田んぼアート

佐々木裕子 議員
田んぼアートで農村の活性化をアートだけでは難しい
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掲載した質問のほかに、次の項目がありました。大坂三男　議員
   水害や地震などの自然災害が増えている。
被害者に対し町で支援する制度を作れな
いか。

   従来は片付け応援や物資の支給等をして
きたが、来年から浸水被害等に見舞金を
支給する。舟山　彰　議員

   しばたスポーツプラン21の見直しで、ス
ポーツ振興担当課設置の実現性はいかに。

   今後、総合体育館等の大型プロジエクト
もあり、組織及び職員体制を検討する。髙橋たい子　議員

   いのちの森づくりの具体的な内容は。
   森林の集約化を進め、森林組合と連携し、
所有者の利益が上るような事業を進めて
行く。佐久間光洋　議員

   公共施設の補修や複数年度にわたる事業
に、基金の制度を使って運用できるか。

   平成25年度から新たな補助制度を構築
中。自由度の高い活用ができるよう検討
する。水戸義裕　議員

   結婚相談について、行政の取り組みとし
て実施する自治体が増えている。本町の
考えは。

   出会いや交流を含む、出会い・ふれ愛教
室を7回実施したが、参加申し込みがな
く中止。佐々木　守　議員

   柴田町地域計画策定を各行政区に依頼し
ている内容は。

   元気で活力ある住民主体の地域づくりを
目指す内容となっている。

白内恵美子　議員
   新たな図書館を始めるためには、早い段
階から図書館長の招聘と住民参画が必要
では。

   職員で学習を重ね、専門家を交えて調査
研究し、住民説明会で住民の意見を頂き
反映する。

   全国学力テストで理科離れが明らかに
なった。理科離れを防ぐため理科消耗品
費の増額を。

   小中学校とも国の基準額を下回っており、
各学校からの予算要求に対応していきた
い。

   空き教室利用の児童クラブは狭くて猛暑
の夏休みは大変。今後は児童館で行うべ
きでは。

   現段階では空き教室が望ましいと考える
が、今後児童館、児童クラブのあり方を
検討する。広沢　真　議員

   大震災被災者の医療や介護の一部負担金、
利用料、保険料の減免を独自に継続でき
ないか。

   医療費の一部負担、介護利用料の減免は
継続する。保険料その他減免は国に要望
している。有賀光子　議員

   町道槻木72号線は大雨が降ると必ず冠
水する。道路も大変走りにくい。整備す
る考えはないか。

   今年度、舘前堀にかかっている橋梁の補
修工事を実施し、3年計画で舗装工事を
実施する。佐々木裕子　議員

   自主財源として町税は大きな役割を示し
ているが、今年度の税収状況等はどうか
伺う。

   前年度収納率を達成、現年度分98.17㌫、
全体で92.37㌫と県平均を上回る収納率。
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■ 調査日　平成　年7月　日2420■ 調査事項⑴　消防緊急通信指令施設について
⑵　仙南地域広域行政事務組合滞納整
　理課の業務内容について⑶　廃棄物処理・リサイクルについて

　　（株式会社ＪＡＣ行政視察）
資源ごみの回収につながる施設の見学会を

《
税
務
課
》

　

税
の
滞
納
整
理
に
か
か
わ
る
共
同
事
業
を
請

け
負
う
仙
南
広
域
の
滞
納
整
理
課
は
、
平
成　
26

年
度
ま
で
の
事
業
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

事
業
継
続
は
意
見
が
分
か
れ
る
が
、
必
要
性

の
有
無
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
早
い
時
期
に

方
向
性
を
出
す
よ
う
仙
南
広
域
事
務
組
合
に
要

望
す
る
こ
と
。

《
町
民
環
境
課
》

　

町
民
に
資
源
ご
み
回
収
後
の
状
況
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
資
源
回
収
の
向
上
に
も

期
待
が
も
て
る
。

　

各
種
団
体
・
行
政
区
を
対
象
と
し
た
、
ご
み
処

理
施
設
な
ど
の
見
学
を
、
今
後
も
継
続
し
て
実

施
す
る
こ
と
。

常任委員会リポート

■ 調査日　平成　年7月9日・　日2410
■ 調査事項⑴　スポーツ振興室の事務事業につい

　て⑵　町内体育施設の管理運営状況につ
　いて⑶　町内中学校の管理運営状況について

⑷　学校給食センターの管理運営状況
　について給食センターの円滑な運営と

今後の整備計画の検討を《
教
育
総
務
課
》

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
委
託
業
者
の
変
更
が

あ
っ
た
。
変
更
に
よ
る
影
響
が
な
い
よ
う
、
円

滑
な
引
き
継
ぎ
に
留
意
す
る
こ
と
。

　

築　

年
経
過
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
・

30

整
備
計
画
を
含
め
た
今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
在
り

方
を
早
い
時
期
に
検
討
す
る
こ
と
。

《
生
涯
学
習
課
》

　

入
間
田
の
生
涯
教
育
総
合
運
動
場
の
、
普
段

活
用
頻
度
が
低
い
箇
所
の
維
持
管
理
に
目
を
配

る
こ
と
。
ま
た
今
後
の
有
効
活
用
を
再
考
す
る

こ
と
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
で
好
評
を
得
て
い
る
事
業

は
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
限

り
参
加
し
や
す
い
教
室
の
条
件
づ
く
り
に
努
め

る
こ
と
。

■ 調査日　平成　年7月　日・　日242425
■ 調査事項⑴　町有林の現状と管理状況について

⑵　シルバー人材センターの活動状況
　について⑶　仙南・仙塩広域水道（南部山浄水

　場）について町有林の適切な管理運営を《
農
政
課
》

　

町
有
林
の
山
地
災
害
防
止
機
能
な
ど
が
低
下

し
な
い
よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
植

樹
活
動
を
通
し
た
森
林
環
境
教
育
に
も
力
を
入

れ
る
こ
と
。

《
商
工
観
光
課
》

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、

国
の
補
助
金
が
活
用
で
き
る
事
業
の
情
報
提
供

や
新
た
な
契
約
先
確
保
に
向
け
た
援
助
、
助
言

に
努
め
る
こ
と
。
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発
行  
宮
城
県
柴
田
町
議
会　

編
集  
柴
田
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会　

宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
中
央
二
丁
目
3
番　

号　

☎
（
〇
二
二
四
）
五
五
ー
二
一
三
六　

印
刷  
㈱
伊
藤
印
刷

45

●柴田町に住んで良かったこと

は　7年前に柴田町に来ました。

地域の人たちの心のあたたかさ

が感じられ、今では、地域の世話

役もできるようになりました。

●柴田町の好きな風景は

　電車から見る蔵王をバックに

する一目千本桜のすばらしさに

感動しています。
●柴田町に何を望みますか

　柴田町全体を見て、特に入間

田の道路状況が良くないと思い

ます。子どもたちの安全の確保 からも、道路の整備を望みます。

●議会だよりを読んでいますか

　楽しみにして読んでいます。

特に一般質問に興味があります。

●議会、議員に何を望みますか

　親しみをもって話のできる議

会、議員であってほしいです。

　  荒   井  けさ子さんあら い（入間田字新屋敷在住）

　

菊
の
薫
り
が
、
心
地
よ
い
風
に
の
っ
て
そ
こ
は
か
と
な

く
た
だ
よ
う
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

9
月
議
会
の
内
容
を
、
で
き
る
だ
け
町
民
の
皆
様
に
目

を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
一
心
で
編
集
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

今
の
広
報
委
員
7
人
で
編
集
を
担
当
し
て
か
ら
、
今
号

で　

号
目
を
数
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
の
ご
協

15
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

何
度
編
集
作
業
を
行
っ
て
も
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す

ば
か
り
で
す
が
、
7
人
の
メ
ン
バ
ー
が
心
ひ
と
つ
に
し
て

作
成
し
た
こ
と
を
、
少
し
で
も
く
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
期
待
に
添
え
る
内
容
に
な
り
ま
す
よ
う
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
議
会
広
報
常
任
委
員　

安
部　

俊
三　

　9月26日、財務省東北財務局長、北村信氏によ
る「考えてみよう日本の財政」をテーマに公開議
員研修会を開催しました。
　講演では1990年代から税収減し赤字国債が増えた原因が社会保障費の伸び
が影響していること、社会保障支出は世界的に中程度だが、国民負担率が低
いこと、社会保障制度を支える人口が減り、若い世代の負担増の是正が必要
であると説きました。また東日本大震災の復旧・復興で、一体改革と消費税の
税率引き上げの必要性を説く国の立場を述べ、さらに引き上げ分が社会保障
費にだけ回るわけではないことを付け加えました。
　質疑応答では「障がい者や高齢者など支援が必要なところに」との要望や、
「復興交付金がほかの用途に回されている」という報道について聞かれ、「事実
と違う」と放送局に抗議をしているというやり取りもありました。
　参加は議員、役場職員のほか町民、他町議員など約50名が参加しました。
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